
 

  

 

 

 

 

 先週、自治体消防制度70周年記念式典で日本消防協会長表彰を受けさせていただい

た話を致しました。その際に天皇皇后両陛下を目前にしての国歌斉唱は、途中から感泣

し目が霞んでしまったとお話させていただきました。 

 その続きですが、安倍総理、野田聖子総務大臣など多くの著名人から祝辞を頂戴し、そ

の後に各表彰の代表者が両陛下を前にして表彰を受けました。その間、両陛下は退場ま

での約 40 分間微動だにせず美しい姿勢で着座されており、お身体への負担を考えると生

前退位はやむを得ないと思いました。野田総務大臣の先導により両陛下がご退場となり、

会場内は総立ちの拍手でお送りしますと、ご降壇の手前で天皇陛下が振り返られ、国技

館の最上階まで見渡して手を振られました。そこに皇后陛下がそっと寄り添って会場に視

線を配られました。両陛下と同じ空間に浸っていたい私達の気持ちに応えていただいてい

るかのようで、拍手は一層大きくなりました。突然、熱い気持ちが込み上げ、私は感涙にむ

せんでしまいましたが、お隣の団長も眼鏡をはずして涙をぬぐっておりました。国民の幸せ

を祈ってくださっている陛下の姿を拝させていただき、改めて日本国民であることに感謝と

誇りを覚えました。 

 そこで、なぜロータリーの例会では国旗を掲揚し国歌斉唱するのかと思い調べてみまし

たら、昭和 8 年に京都ＲＣの例会場に「敵国アメリカの文化を尊重するとは何事か」と抗議

があったことから、ロータリー旗の横に日の丸を掲揚し、君が代を斉唱して我々は日本を愛

しているという姿勢を強調したのが始まりの様です。戦後になると、日本国民であることに

誇りを持とうという風潮が沸き上がり継続されて、青年会議所、ライオンズクラブも同様の形

式をとる様になったそうです。 

 

 ＊挨拶（2018-2019 年度 第 59 期）＊ 

 山崎典夫 職業分類・会員選考委員長 

 職業分類・会員選考委員長を仰せつかりました。宜しくお願いいたします。 
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 今井康善 出席委員長 

 委員長の認識を今日はじめていたしまして戸惑っていますが、副委員長に助けて

いただきながら精一杯務めさせていただきます。宜しくお願いいたします。 

 

 

 こんにちは。本日は行政視察についてお話し

いたします。３年間議員をやらせていただいて、

行政というのは各自治体やっていることが全く違うと感じています。同じ国の政策

をやるにも、それぞれの考えを持ってやっています。今回は全国トップの視察件数

のある岩手県紫波町のお話しをさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話「行政視察を通して感じたこと 

～視察報告～」  今井康善会員 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

林 靖高  孫２人、大学に合格しました。 

今井康善  卓話でお世話になります。 

牛山幸一・梅垣和彦・太田博久・小口 隆・小口裕司・笠原新太郎・上條英雄・北

澤洋之介・小山 智・薩摩 建・瀬戸雅三・高木昭好・中嶋孝一・中村文明・濵 毅・

濵 俊弘・林広一郎・林 裕彦・林 靖高・平沢清文・宮坂晃介・宮澤由己・守屋麻

里・矢島 進・矢島 實・山岸邦太郎・山崎典夫・山岡俊幸  今井康善会員、卓話

宜しくお願いします。 
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『楽しく奉仕の輪を広げよう』 

 


